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これまで行ってきた「 」授業
はじめようプログラミング

～「アルゴロジック」「1時間で学ぶソフトウエアの
仕組み」を経て、Java Scriptへ
 https://www.wakuwaku-catch.net/事例37東京都立三鷹中等教育学校/

概要
基本となるプログラムをゆっくり教える
教える（手を止める）・試す の繰り返し



とある講演で提示されたスライド
教員は教えたがり

これからは生徒が、
「自ら学ぶ」が重要

「教える」から「学ぶ」へ
授業改善を試みる！



「自ら学ぶ」モデルへの挑戦
反転学習の要素を取り入れ、基礎は自習
Progate https://prog-8.com/
別課題（デジタル化総合実習）の裏で、約2ヶ月

授業としては、6時間
アルゴロジック＋ドリトル（従来通り）
2時間（for,総和,九九まで）
2時間（変数の値の入れ替え、配列、探索、席替）



生徒が作成するプログラムの一部

探索プログラム 席替えプログラム
教科書をきちんと読む ひな形と流れ図から作成

ほとんどは、教科書のまま



評価
定期考査の状況（ほぼ同じ試験問題を実施）
2018年2学期末 ○○点
2019年2学期末 ○○点

生徒の反応（抜粋）
 プログラミングにおいて、for文など、覚えてしまえば色々工夫し

て多くのことが出来ると知った。組み合わせ方1つでたくさんのこ
とができそうだとおもった。

 今までプログラムは複雑で覚えるべきこともたくさんある印象が
あったが、学習の積み重ねで構造が理解できるようになってきた
ことに喜びを感じた。

ほとんど差がない



まとめ
生徒の興味を引き出す
おもしろいと思わせる
資料・Web・教科書で、自習できるようにする

改善しなければ！
教えたい…、2重ループ、配列の添え字、インデント


